
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 

 

 

 

 
 

  
 
  

自分で決めた目標（何ぐんぐん）に毎日こつ
こつと粘り強く取り組みましょう。 
【本校独自の単位】１０分間＝１ぐんぐん 



 

 

 

 

 
 
 

 

○家庭での学習への取り組み方は？   ……………………………………… １ 

○１年生の家庭での学習のポイント   ……………………………………… ２ 

○２年生の家庭での学習のポイント   ……………………………………… ３ 

○３・４年生の家庭での学習のポイント ……………………………………… ４ 

○５・６年生の家庭での学習のポイント ……………………………………… ５ 

○さっぽろっ子「学び」のススメ    ……………………………………… ６ 

○「家庭での学習」記録カード〔記載例〕………………………………… ７～８ 

〇長期休業中の家庭での学習のポイント ……………………………………… ９ 
 
 

 

家庭学習には、次の６つの意義があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 

 

                本校では、「宿題」と「自主学習」を合わせて「家

庭での学習」と名付けています。毎日取り組む習

慣を身に付けることが大切です。 

                習慣化を図るためには、次のことが重要です。 

 

 

 

 

親子のふれ
合いを深め
る こ と に も
つながる ○学校で学習した内容をより確かに定着さ

せることができる。 
○「家庭での学習」の習慣が身に付く。 
○自ら学ぼうとする態度が身に付き、学習に
対する自信が高まる。 

○脳が活性化し、鍛えられる。 
○がまん強さ、根気強さ、集中力が身に付く。 
○家族がふれ合う機会となり、子どもの精神
安定につながり、心身も頭脳も健やかに育
つ。 

１日１０分間
でも続けれ
ば１年で６０
０時間です 

 低・中・高学年の発達段階に
応じて、「保護者と一緒に」「保
護者の励ましと共に」「自分の
力で」取り組むようにします。 

  
平岸西小学校では、子どもたちの「学ぶ力」の育成に取り組んでいます。その

ためには、ご家庭の協力が必要です。家庭と学校が共に手を携えて子どもを育ん
でいくことによって、子どもの力は何倍にも高まります。家庭での学習の習慣化
が、子どもの「学ぶ力」を高めていくと考えています。 

保護者の皆様へ 

○決まった時刻に学習する。 
○集中して学習に取り組む。（自分で決めた時
間をやり続ける。） 

○家庭で学習をしている時は、テレビを消す。 
○整理・整頓された場所で、よい姿勢で学習
する。 

 本校独自の単位として１０
分間を「１ぐんぐん」とします。
「学ぶ力」がぐんぐん伸びてほ
しいという願いを込めて設定
した単位です。 



 

 

 

 

 

 自分から進んで「家庭での学習」に粘り強く 
取り組む子どもになってほしいと考えます。自 
ら取り組む学習にするためには、自分で目標を 
決めて取り組むことが大切です。 
◎習慣化がねらいなので、子どもが「時間」を 
 意識して取り組むことが必要です。 
 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

自分で目標（１日何ぐんぐんに何回取り組む
か）を決め、毎日その目標を達成できるように取
り組むことが大切です。各学年で取り組んでほし
い時間の目安を示していますが、あくまでも目安
です。実現できない目標ではなく、実現可能な目
標を設定することが大切です。 
高学年であっても「３ぐんぐんに取り組む」と

決めたら、その目標に取り組めばよいのです。 
 

 

 
 
 

 

 保護者のかかわりとしては、朝や夜の短い時間 
でも、お子さんがその日に家庭での学習に取り組 
んだ内容を確認したり、頑張ったことを褒めたり 
していただくことが重要です。 
 

 

 

少しずつ目
標を高めて
いけばよい
のです 

目標をもつ
こと で自ら
進んで取り
組むのです 

【取り組む時間の目安】 
１ぐんぐん×学年 
※６年生は「６ぐんぐん」 

「自分で目標を決める」と言っても、子ども任せではいけません。
保護者がお子さんと一緒に「頑張れそうな目標」を考え、最終的に「子
どもが自分で決める」ことがポイントです。 

子どものや
る気を引き
出すかかわ
りが… 

 お子さんが『ぐんぐんカード』に「その日に
取り組んだ学習時間（何ぐんぐんか）」を毎日
記入していきますので、そのカードにも目を通
して頑張りを褒めていただければ幸いです。 

【家庭での約束を決める】 
 例えば、「家庭での学習」を
終わらせてからゲームの時間
にするなどの約束を決めます。 

－１－ 

【「家庭での学習」を通して育みたい力】 
○家庭と学校がお子さんの「家庭での学習」
の取組を支え、励まし、認めることによっ
て習慣化を図り、「学ぶ力」を育む。 

○自分で目標（１日何ぐんぐん取り組むか）
を決め、毎日その目標を達成できるように
粘り強く取り組むことを通して、「自ら・進
んで」取り組む主体性を育む。 

 子どもの発達段階や実態に
応じて宿題を出します。必ずす
る取組と組み合わせることで
学習の習慣化を図ることがね
らいです。最終的には与えられ
た学習課題（宿題）が無くても、
自分で学習課題を設定して取
り組むことができる力を育み
たいと考えます。 

ねらいは「習慣化」 



 

 

 

 

 

１年生は、次のような発達の特徴があるので、 

その特徴に合った学習の在り方が大切です。 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

                学校では、次のような内容を学習します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 次のような内容に取り組むことが考えられます。 

 

 

 

 

 

 

低学年は「 
大人と一緒
に」が基本
です 

○いろいろなことに興味をもち、何でも知り
たがっています。 

○一人で家庭学習をやり切らせるためには、
家族の手助けが必要不可欠です。 

○成長に個人差が見られます。（他の子ども
と違って当たり前です。）頑張ったことを
ほめてほしいと思っています。 

家庭での学
習を通して
粘り強さを
高めます 

保護者の「 
ほめて励ま
す」関わ り
が大切です 

【国語】 
○「あいうえお」の口形に注意し、句読点に気
を付けて大きな声ではっきり読む。 

○「ひらがな、カタカナ、漢字」を、とめ、はね、
はらいに気を付けて丁寧にゆっくり書く。 

○本をたくさん読む。（読み聞かせを含む。） 
【算数】 
○１０の合成、１０の分解がスム－ズにできる
ようにする。 

○２ケタのたし算やひき算の計算をする。 
○数の大小がわかり、数直線に表す。 
○日常生活の中で、時刻が読めるようにする。 

楽しかったことやうれしか
ったことを素直に自分の言葉
で書くことが大切です。 

【その他】 
○身近にある物を使って工作
を作ったり、想像したこと
を絵で表したりする。 

○興味のあることを図鑑など
で調べる。 

○鍵盤ハーモニカを演奏する。 
○なわとびの技に挑戦する。 

 お子さんと一緒に「何をす
ればよいのか」と取り組む時
間を決めて、一定時間集中し
て取り組む習慣を身に付ける
ようにすることが大切です。 

○ひらがな、カタカナ、８０字の漢字を学習
する。 

○生活と結び付いた学習が多く、具体物を使
ったり実際に体験したりしながら学ぶ。 

○繰り返し練習することによって、力の付く
学習内容がたくさんある。 

○「鉛筆を正しく持つ」「明日の学習準備をす
る」「整理整頓する（持ち物の管理をする）」
は、学習の基本である。 

－２－ 



 

 

 

 

 

２年生は、次のような発達の特徴があるので、 

その特徴に合った学習の在り方が大切です。 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

                学校では、次のような内容を学習します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 次のような内容に取り組むことが考えられます。 

 

 

 

 

 

 

少しずつ自
分で取り組
むようにす
ることが… 

○１年間の学校生活の流れを経験し、見通し
がもてるようになっています。 

○できることは自分からしたがります。自分
のことは自分でする習慣を付けるのによ
い時期です。 

○正しい鉛筆の持ち方はこの時期までに身
に付けさせることが大切です。 

粘り強く取
り組む力を
高めること
が大切です 

保護者の「 
ほめて励ま
す」関わ り
が大切です 

【国語】 
○姿勢や口形、声の大きさや速さに注意して、
はっきりした発音で読む。 

○漢字を熟語にして書いたり、送り仮名を付
けて書いたりする。 

○親子で本を読んだり本について話をしたり
することで、本への関心を高める。 

【算数】 
○たし算やひき算の筆算やかけ算の九九を練
習する。 

○間違えた問題は、必ずもう一度やり直す習
慣を付けるようにする。 

質問しながら子どもの気付
きを広げるようなアドバイス
が重要です。 

【その他】 
○身近な出来事で不思議に思
ったことを調べる。 

○身近にある物を使って工作を
作ったり、絵を描いたりする。 

○鍵盤ハーモニカを演奏する。 
○なわとびの技に挑戦する。 

○１６０字の漢字、かけ算の九九、長さの単
位、三角形・四角形について学習する。 

○質問したり質問に答えたり、グル－プで話
し合ってまとめたりする学習が増えてくる。 

○繰り返し学習することで、身に付く学習内
容がたくさんある。 

○学ぶ力の土台となる「返事やあいさつをす
る」「はきものを揃える」「時間を守る」こ
との定着を図る。 

 お子さんと一緒に「何をす
ればよいのか」と取り組む時
間を決めて、自分で決めたこ
とをやり抜く習慣を付けるこ
とが大切です。 

－３－ 



 

 

 

 

 

中学年は、次のような発達の特徴があるので、 

その特徴に合った学習の在り方が大切です。 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

                学校では、次のような内容を学習します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 次のような内容に取り組むことが考えられます。 

 

 

 

 

 

 

１・２年生で
の学習の習
慣が役立ち
ます 

○好奇心が旺盛で、行動範囲が広がります。 
○自立心が芽生え、自分でやってみようとす
ることが多くなりますが、まだ手助けは必
要です。 

○みんなと行動することを好むとともに、口
答えや反抗が少しずつ見られるように…。 

○認めてほめると自信をもちます。 

自分で計画
を立てて取
り組むよう
にします 

興味をもっ
た事柄・出
来事につい
て調べます 

【国語】 
○毎日一回は声に出して読む。何日かたつとす

らすら読めて会話文にも気持ちがこもってくる。 
○漢字がへんやつくりなどから構成されてい
ることを理解し、正しく書けるようにする。 

【算数】 
○筆算では位をそろえて書き、手順を確かめな
がら正確に、次第に早くできるようにする。 

○他の単位への換算ができるようにする。 
【社会】 
○地図帳で都市の位置や県名を確かめたり、地
図記号を調べたりする。 

 言葉の意味調べ、計算練習、
社会や理科の復習などから始
めてみましょう。 

【理科】 
○学習した内容を振り返り、
さらに疑問に思ったこと
を調べてまとめる。 

【その他】 
○簡単な英語の語句を聞き
取ったり、話したりする。 

○リコーダーを演奏する。 

 ３０～４０分間は集中して
学習に取り組む力を高めま
す。ただし、子どもが自分で
目標（学習時間）をもち、や
りぬくことが基本です。 

○「生活科」がなくなり、「社会」「理科」や「総
合的な学習」が始まり、学習の内容が大きく
広がる。 

○資料集や地図帳、国語辞典や漢字辞典などを
使い、自分で調べる学習が多くなる。 

○新出漢字は、３・４年生とも２００字である。 
○算数では、分数や小数などの少しずつ抽象的
な内容を学ぶ。 

○四則計算（＋－×÷）の基礎・基本を学ぶ。 

－４－ 



 

 

 

 

 

高学年は、次のような発達の特徴があるので、 

その特徴に合った学習の在り方が大切です。 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

                学校では、次のような内容を学習します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 次のような内容に取り組むことが考えられます。 

 

 

 

 

 

 

焦 ら ず １ ０
～２０分間
から始めて
もＯＫです 

○一人前に接してもらっているか、大切にさ
せているか等、大人の評価が気になります。 

○自分を客観的に見つめたり、友達と自分を
比べたりするようになります。 

○考える力も大人並みになり、時には大人へ
の反抗も見られます。 

○得意な教科と苦手な教科を意識し始めます。 

見通しをも
ち計画的に
取り組むよ
うにします 

もっと知り
たいことを
調べてまと
めると… 

【国語】 
○詩や俳句、短歌などを暗唱したり朗読したり
する。 

○漢字の構成や字形を意識して練習する。 
【算数】 
○定規やコンパスを使って正しい図形を書け
るようにする。 

○問題の内容を簡単な図に表してから、式を立
てる習慣をつくる。 

【社会・理科】 
○テ－マを決めて、資料集・百科事典・インタ
－ネット等で調べてノ－トにまとめる。 

 好きな学習・得意な学習か
ら始め、毎日取り組むことが
大切です。 

【外国語】 
○簡単な英語の語句を聞き
取ったり話したり、読んだ
り書いたりする。 

【その他】 
○家庭科で学習した内容を
振り返り、生活をよりよく
する実践方法を考え、レポ
ートにまとめる。 

○どの教科も学習内容が多くなる。 
○家庭科や外国語の学習が始まる。 
○新出漢字は、５年生で１８５字、６年生で
１８０字である。 

○筋道を立てて論理的に考えたり、抽象的な
ものの見方をしたりすることが求められる。 

○自分で課題を見付け、解決していくことの
おもしろさを経験させ、「学び方」や「も
のの考え方」を育てる。 

 ５０～６０分間は集中して
学習に取り組む力を高めま
す。ただし、子どもが自分で
目標（学習時間）をもち、や
りぬくことが基本です。 

－５－ 



 

 

 

 

 

さっぽろっ子「学び」のススメは、家庭での 

学習の習慣づくりに向けて、札幌市教育委員会 

が作成したリ－フレット（Ａ４判）です。学校 

と家庭が一体となって、子どもの習慣づくりを 

支えることによって、子どもが自ら目標をもち、 

粘り強く取り組むようになることを目指します。 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 家庭で大切にしたい５つのかかわりの頭文字 

を取って「まほうのかいわ」としています。 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「 ま ほ う の
かいわ」で
習慣づくり
を図ります 

【札幌市の学校教育における子ども観・教育観】 
子どもは、どの子もよさや可能性をもって

います。他者との比較ではなく、その子自身
の成長を認めていくことが大切です。子ども
に寄り添い、伸びを認め、意欲を高める共感
的・肯定的なメッセ－ジを伝え、子どもの成
長を促していきます。 ※このリ－フレットは、冷蔵

庫のドアに貼っておくこ
とをお勧めします。 

学んだことを一緒
に振り返りましょ
う 

方法を一緒に考え
ましょう 

伸びを認め、ほめ
ましょう 

改善に向けて生活
を一緒に振り返り
ましょう 

わからないこと、
できないことに挑
戦できるよう励ま
しましょう 

「今日は学校でどんな勉強をしたの？」「明日の
勉強は？」などと聞き、「今日の勉強の復習を一
緒にしようね」「明日の予習を一緒にしようね」
などの声をかけましょう。 

「家庭での学習の時間を一緒に決めようね。」「ス
テトの見直しをしようね」「一緒に読書をしよう
ね」などの声をかけましょう。 

「毎日、頑張っているね」「計算が早く正確にで
きてきたね」「○○なことにも興味がもてるよう
になったね」などの声をかけましょう。 

「今日勉強したノ－トをもう一度見てみようか」
「どんなところがわからないの？」「わからなか
ったところをもう一度考えてみようか」などの声
をかけましょう。 

「わからないことやできないこともあるよ」「一
緒に考えてあげるよ。あきめないで挑戦してみよ
うね」「今度は新しいことにも挑戦してみるとい
いね」などの声をかけましょう。 

－６－ 
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◎このカードは、５月２日（月）に学校
がっこう

に持
も

って来
き

てください。 

名前
な ま え

 年
ねん

  組
く み

 

○その日
ひ

に取
と

り組
く

んだ時間
じ か ん

（１ぐんぐん＝１０分間
ぷんかん

）を記録
き ろ く

する。 

○目標
もくひょう

の「ぐんぐん」をやりとげたときは、その日の四角
し か く

の中
なか

に好
す

きな色
いろ

をぬることができる。 

○土日
ど に ち

にも「家庭
か て い

での学習
がくしゅう

」に取
と

り組
く

んだときは、取
と

り組
く

んだ時間
じ か ん

を記録
き ろ く

する（土日
ど に ち

・祝日
しゅくじつ

は、少
すこ

しでも取
と

り組
く

んだら色
いろ

をぬることができる） 

○達成
たっせい

することがむずかしい目標
もくひょう

を決
き

めた場合
ば あ い

、変
か

えることができる。 

○自分
じ ぶ ん

で決めた目標
もくひょう

に毎日
まいにち

（土日
ど に ち

を

のぞく）取
と

り組
く

もう。 

○目標
もくひょう

よりたくさん取
と

り組
く

んでもよい。 

３ 
ひらぎし にし子 

０ 

３ ４ 

２ ３ 

６ 

３ ２ 

３ 

６ 

４ ５ １ 

２ ３ ３ １ 

３ ２ ３ 

３ ２ 

３ 

３ぐ んぐ ん
勉強したら
「３」と書き
ます 

土日は少し
でも取り組
んだら色が
ぬれます 

目標の３ぐ
んぐん以上
なら色がぬ
れます 

目標にとど
かなかった
ので色をぬ
れません 

３ ４ 
１日に何ぐ
んぐんに取
り組むのか
を決めます 

－７－ 

３ １ ３ ３ ４ ３ ０ 



 

 
 
 

 

 
 

 
 
 

    
 

５ 

     
 

１０ 
 
 
 

    
 

１５ 

     
 

２０ 
 
 
 

    
 

２５ 

     
 

３０ 
 
 
 

    
 

３５ 

     
 

４０ 
 
 
 

    
 

４５ 

     
 

５０ 
 
 
 

    
 

５５ 

     
 

６０ 
 
 
 

    
 

６５ 

     
 

７０ 
 
 
 

    
 

７５ 

     
 

８０ 
 
 
 

    
 

８５ 

     
 

９０ 
 
 
 

    
 

９５ 

     
 

１００ 
 
 
 

    
 

１０５ 

     
 

１１０ 
 
 
 

    
 

１１５ 

     
 

１２０ 
 
 
 

    
 

１２５ 

     
 

１３０ 
 
 
 

    
 

１３５ 

     
 

１４０ 
 
 
 

    
 

１４５ 

     
 

１５０  
◎このカードは、５月２日（月）に学校

がっこう

に持
も

って来
き

てください。 

名前
な ま え

 年
ねん

  組
く み

 
取
と

り組
く

んだ「ぐんぐん」を

色
いろ

ぬりしてためていこう。 

低学年
ていがくねん

 

さくら まる子 ４ ３ 

１日ごと取
り組んだぐ
んぐんに色
をぬります 

こつこつと
取り組んだ
分だけふえ
ていきます 

１日ごとに
ちがう色に
してもよい
です 

全部ぬった
場合は２枚
目をもらっ
てください 

－８－ 



 

 

 

 

 

長期休業中であっても、「家庭での学習」の習 

慣を身に付けるために「ぐんぐんカード」に記 

録する取組は継続します。基本的には、学校か 

ら宿題を出しませんが、クロムブックを活用し 

て取り組む課題を提示したり、数枚のプリント 

を配付したりするかもしれません。 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

                もし学校からの課題が出たとしても、提示され

た課題だけでは「学年×１０分間」にはなりませ

ん。このハンドブックを活用して、自分から進ん

で課題を見付けて取り組んでほしいと考えます。 

 

 

 

 

 

 

 

  
 

 

世間一般に「過保護はよくない」と言われてい 

ますが、「過保護」ではなく「過干渉」がよくない 

のです。「保護」とは、子どもの必要としている安 

心感を与えるために「見守る」という姿勢のこと 

です。「干渉」は、子どもが必要を感じていないこ 

とを親の都合で行うことです。「過保護」はむしろ 

積極的に行うべきです。 

長期休業中
も「習慣化」
を図ること
が大切です 

【取り組み方のポイント】 
〇これまでに学習した内容を復習して「確実
な知識や技能」を身に付けるため、算数の
教科書の問題をもう一度やってみる。 

〇習った漢字を繰り返し練習する。 
○教科書の内容をまとめる。など 

長期休業中
も自分で決
めた時間に
取り組む 

 「まほうのかいわ」の『ま』
（学んだことを一緒に振り返
りましょう）の声かけをお願い
します。 

長期休業中も基本的には毎日「学年×１０
分間」の家庭での学習に取り組むことが大切
です。自分で決めた目標時間をきちんとやり
抜くようにします。まとめて何日か分をやっ
て何も学習しない日をつくるよりも、たとえ
「学年×１０分間」より短い時間であっても
毎日こつこつと学習する習慣をつけることが
大切です。 

「過保護」は
子どもを育
て「過干渉」
は歪める 

 一般的に「過保護」と言わ
れている場合の多くは、実は
「過干渉」です。 

－９－ 

 長期休業中の特別な目標（普
段よりも取り組む「ぐんぐん」
を増やす）を決めて取り組むこ
とも考えられます。 


